













How to cultivate the teachers who positively cope with the school management based 
on their awareness of ‘Team School’ 
KIKUCHI  Hitoshi
Abstract
In the past nineteen years, I was engaged in the school management as the vice-principal and the principal of 
the junior high schools which had various types of problems to solve, such as the students’ juvenile delinquencies, 
their parents’ strong claims, students’ inactive attitude towards their learning and so forth. Thanks to many 
peoples’ great help and cooperation, I could try my best to solve those problems with all the staffs of the very 
schools and the board of education. I am now proud of all my staffs who supported me.　　　　　
Since this April, I have had great opportunities to teach to the postgraduate students in Miyagi University of 
Education. In this essay I would like to refer to how to cultivate the teachers who can positively cope with the 
school management based on the awareness of ‘Team School’, focusing on the next two points. The first one is 
how to stimulate the teachers’ motivation towards the school management, and the second one is how to relate 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③  保護者の意識も高まり、町 PTA 連合会で自主
的に₉時ルールの遵守とフィルタリングの徹底
を謳った巨大な縦断幕をつくり、大河原町庁舎
屋上から下げるなど、地域・家庭ぐるみで取り
組もうとする協力体制が強まった。
④　前述の「全校縦割り集会」の取組も含め、生徒
が自主的に学校生活を見直し、考え、改善して
いこうとする規範意識と連帯意識が強まった。
⑤　学校課題の解決に立ち向かう教職員の意識も
高まり、「チーム大中一枚岩　心ひとつに」の合
言葉のもと、学校が「一点突破」から「全面展開」
に向けて着実に回り始める機運が高まった。
₄　今後に向けて
以上、筆者の学校管理職としての₈年間で取り組ん
だ実践の一端を、拙稿のテーマと関連付けながら紹介
させていただいた。本来であれば、国で進めている働
き方改革や多忙化解消に向けた、新たな「学校のチー
ム力」として注目されている教員以外の専門家をどう
学校現場に取り込んでいくかという視点にも言及した
かったが、SC、SSW や児童相談所の所員との協働の
取組の中身にまでふれることは、当該生徒や保護者の
個人情報にかかわることになるので、あえて今回は割
愛した。
今後は「チームとしての学校」づくりに向け、さら
に研鑽を積むことで、学校現場の新た課題解決に関
わっていければと念じている。
Ⅳ　教職大学院の授業等での実践事例
₄月から本学教職大学院学校経営班に所属させて
いただき、いくつかの授業を担当させていただいてい
る。拙稿のキーワードである「チーム学校」、「学校組
織マネジメント」、「学校運営への主体的な参画意識」
の高揚を図ってきたこれまでの体験と知見をもとに、
大学院の授業に生かすための教材づくりに反映した実
践事例を₂つ紹介したい。
₁　学習指導実態分析論 B の授業から　
この授業では、「児童生徒との関わり方」と「学校行
事を通した児童・生徒の育成」の₂コマの授業を大沼
あゆみ准教授と二人で担当した。特に₂コマめで扱う
学校行事に係る授業では、児童生徒のよりよい人間関
係を築く力と集団の一員としてよりよい学校生活づく
りに参画する態度の育成を重視し、学校課題の解決に
向け、体験活動や生活を改善する話合い活動、多様な
異年齢集団による活動を、どのように学校行事に位置
付け、集団の士気（モラル）の醸成をいかに図ってい
けばよいかについて、筆者のこれまでの経験をもとに
以下の授業を構成した。
（１）授業名：学校行事を通した児童・生徒の育成
（₂）期　日：平成29年₈月₁日（火）
（₃）受講者：現職院生12名とストレ トーマスター 20名
（₄）授業の目的
児童生徒の学校生活上の課題解決を意識した学
校行事の実態分析及び行事内容の検討・改善のため
の話合い活動を通して、児童生徒の個と集団生活の
向上に資するよりよい学校行事の在り方を学習す
る。
（₅）授業の流れ
①　大沼准教授から講話（学校行事のねらいと意義）
②　グループ演習（ワークショップ）
ア　小中別に₈グループを編制し、リーダーは
現職、発表はストマスが務める。グループの
人数は₄名程度とする。
イ　小学校₂校と中学校₂校の計₄校の学校課
題と現在行っている学校行事の年間計画表を
配布し、小中のグループごとに検討する学校
を₁校選択する。
ウ　選択した学校の資料を読み、改善しなけれ
ばならないこと、さらに伸ばしたいことを把
握する。
エ　選択した学校の年間の行事予定表を見て、ど
の行事に焦点を絞るか考える。
オ　現職院生が司会を務め、ストマスの意見も取
り入れながら、選択した学校の課題を把握し、
その解決に向けて、既存の行事をどのように
変えていけばよいのかについて、研究討議を
行う。
　≪研究討議の進め方≫
○　課題とさらに伸ばしたいこと、目指す子どもの
姿、安全面や不測の事態の危機管理等につい
て、項目ごとに色付箋紙にまとめて分類する。
○　討議した内容を整理し、模造紙にまとめる。
「チーム学校」としての意識のもと、主体的に学校運営に参画する教職員の育成
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カ　小学校と中学校のグループ同士で相互に発
表しあう。
キ　代表グループによる全体会での発表を行う。
ク　授業者からからまとめと振り返りを行う。
（₆）授業後の院生の意見・感想から
①　ストマスから 
◦学校行事は生徒として関わる経験しかなかっ
たので、企画する立場でのいろいろな視点を学
ぶことができた。
◦現職の方々の考えや発想を聞いて、とても勉
強になった。
◦これから始まる学校行事の実習に参加するに
当たり、新たな視点をもつことができた。
②　現職から
◦ストマスから意見を引き出すのは、かなり至
難の業であった。しかし、発表者としての役割
はしっかりとこなしてくれた。
◦児童生徒や学校の課題解決という視点から学
校行事を見直したり、企画したりするという発
想が新鮮であった。これまで学校行事はこなす
だけで精一杯だったので、新たな視点を学ぶこ
とできた。
◦話合いの時間がもう少しあればよかった。最後
のまとめる時間が足らず、発表が中途半端になっ
てしまった。
（₇）授業後の反省
①　現職とストマスが一緒に受講する授業だった
ので、ワークショップはあえて混合のグループ編
制とし、現職がストマスをリードし、ストマス
は現職の現場経験や知見から、実践的に学ぶと
いう授業の組み立てを行った。感想にもあると
おり、現職には苦労をかけたが、ストマスにとっ
現職のリードのもと、共に意見交換に励む様子
て学校現場での実習等への意識付けになったも
のと思う。
②　授業で配布した₄つのタイプの異なる学校の
資料は、私の手作りのものである。ただし、行事
計画表は、想定上の学校に近い実際の学校のもの
を、校長の許可を得た上で、学校名は伏せて配布
した。学校現場に直結したものであることから、
ミドルリーダーとして期待される現職院生には
臨場感のあるものとなったと思う。学校の活性
化の一翼を担う学校行事の重要性の一端を伝え
られたものを思う。
③　討議とまとめ、発表にはもう少し時間がほし
かった。最後は質疑応答の時間もとれず、尻切
れトンボの感が強かった。次回から時間配分に
留意したい。
④　特別活動の中での学校行事の位置付けや意義
については、授業の冒頭で大沼准教授から関係法
令や学習指導要領の趣旨を踏まえた講義を行っ
ていただいたが、特にストマスにとっては、別
枠で特別活動に係る理論的な学びの機会を設定
する必要がある。
₂　学級・学校経営研究 B の授業から　
学校経営班では、現職院生対象の授業として学級・
学校経営研究 A において、₄月以降、学校経営と学
習指導に関わる様々な今日的教育課題を取り上げて、
講義と演習を行ってきている。その集大成として実施
したのが、泊を伴った「学級・学校経営研究 B」の集
中講義であった。今年度は、学校現場で日常的に発生
する危機の未然防止の観点から「毎日の授業」、「学級・
学年経営」、「教科指導」の₃つを取り上げ、講義と演
グループ討議でまとめた成果物
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習を通じて学びを深める授業を行った。その中で私が
担当した「「教科指導における危機の未然防止」の取
組の一端を紹介したい。
（₁）授業名：教科指導における危機の未然防止
（₂）期　日：平成29年₈月22日（火）
（₃）受講者：現職院生14名
（₄）授業の目的
教科指導は、教員一人一人が専門性を発揮し、児童
生徒に質の高い、わかる授業と確かな学力を保障する
営みである。よって、危機は、教員一人一人の資質・
能力、意欲・使命感の欠如などの個別の問題に起因す
るケースが多いのが実情である。公的機関である学校
の使命は、個に起因する危機であっても学校全体の危
機として受け止め、未然防止の対策を常日頃から教職
員全体で講じていくこと、また、危機が起こりそうな
場合には、最悪の事態を想定した初期対応をチームで
とることで、危機を収束し、学校の信頼回復を図って
いくことが重要である。本授業は、未然防止の実際の
事例と解決に向けた方策について、講義と演習を通し
て学びを深めることを目的とする。
（₅）授業の流れ
①　教科指導で想定される危機の確認
ア　学校組織マネジメントに起因する危機
イ　カリキュラムマネジメントに起因する危機
ウ　学力向上と成績評価に起因する危機
エ　学習環境及び教材教具に起因する危機　　
以上の₄つの観点から、特に中学校現場における危
機のすべてを洗い出してみた。
②　グループによる演習 　
ア　一人の講師の教科指導の稚拙さがクライシ
スに発展する恐れのある事例の資料を配布す
る。
イ　₃ ～ ₄人のグループをつくり、リスクとなっ
ている原因と、そこに至った対応の問題点を
整理する。
ウ　現段階でリスクを収束させ、クライシスに
発展させないための方策を考える。
エ　収束させた後の改善と信頼回復に向けた組
織対応を検討する。
オ　話し合った成果を小型ホワイトボードにま
とめる .
カ　グループによる発表と質疑を行う。
キ　まとめと評価
③　講義：①の危機を未然防止するための事例
ア　教員の指導力の向上
イ　風通しのよい職員室と何でも相談できる人
間関係の構築
ウ　当事者意識の醸成
エ　校内研究・研修及び教科部会（中学校）の活
性化
オ　児童生徒に変容と頑張りの発信（保護者は自
分の子どものことをいつも気にかけている）　
④  まとめ
　危機はいつでもどこでも起こるもの
　防ごうとしなければ、絶対になくならいもの
　　大切なこと　気付く心
　　　　　　　　気付く目
「おかしいぞ」の異常センサーの感度アップと風通
しのよい職場づくりが何よりも大切
（₆）受講生の感想等
◦教科指導の危機がこれほど多様にあるとは意識
していなかった。来年度現場に戻ったら現任校に還
元できるミドルリーダーになりたい。
◦危機は、初期段階で放置すれば大変な問題に発展
するので、早めに気付き、迅速に対応することの大
切さを学んだ。
◦教科指導も　組織で取り組むことで危機の未然
防止につなげることができる方策がたくさんある
ことがわかった。　
◦当たり前のことを当たり前にすることの大切さ
が実感できた。
（₇）授業後の反省
◦パワーポイントの拡大印刷に不慣れなため、見え
にくい資料となってしまったので、次回から気をつ
けたい。
◦演習時間が短い中で、各グループともに危機回避
と改善に向けた真剣な討議を行い、質の高い発表会
にすることができた。
◦授業づくりについては、他の担当者の分野だった
ので、あえてふれなかったが、教員の仕事の最たる
ものが授業づくりであり、日々子どもたちにわかる
授業を提供し、主体的に学び続ける子どもたちを育
成していくことこそが、危機の未然防止の基本であ
ることをもっと強調すべきであった。
「チーム学校」としての意識のもと、主体的に学校運営に参画する教職員の育成
- 311 -
Ⅴ　終わりに
学校のチーム力の発揮と組織マネジメントが今ほ
ど叫ばれている時代はないと思う。以前のように、教
員一人一人が違うベクトルの方向を見ていたのでは、
学校教育は成り立たたなくなっている。その意味で学
校を支える人材の育成を担う大学の役割と機能が注目
されている。チーム学校を担うことができる人材の育
成に、これまでの私の学校現場での体験を生かし、微
力だが少しでも貢献していきたいと願っている。拙稿
で紹介させていただいたチーム学校づくりと学校組織
運営に一人一人の教職員を参画させる手立てづくり
を、今後の授業等の教材開発（づくり）に生かしてい
くとともに、筆者自身も自ら学び続ける実務教員を目
指して、さらなる研鑽を積んでいきたい。
考参文献
中央教育審議会（2017.12）「チームとしての学校の在り方と今後
の改善方策について（答申）
中央教育審議会（1998.₉）「今後の地方教育行政の在り方につい
て第₃章　学校の自主性・自律性の確立」
宮城県教育委員会（2015.₃）学校運営能力養成研修に関する調査
研究報告書
築館町立築館中学校リフレッシュプラン（2003.₃）
（平成29年₉月29日受理）
宮城教育大学紀要　第52巻　2017
- 312 -
